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四
条
隆
親
に
関
す
る

一
考
察

―

「と
は
ず
が
た
り
」
の
背
景
と
し
て
―

は
じ
め
に

四
条
隆
親
は

「と
は
ず
が
た
り
』
作
者
久
我
雅
忠
女
二
条
の
母
大
納

一百
典
侍
の
父
で
あ
り
、
二
条
に
と

つ
て
は
外
祖
父
に
あ
た
る
。
本
作
品

に
お
い
て
隆
親
は
そ
れ
程
多
く
登
場
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
本
作
品

の
主
題
に
直
接
関
わ
る
登
場
人
物
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、

雅
忠
亡
き
後
、
後
深
草
院
の
命
を
被
り
、
二
条
の
後
見
に
あ
た
り
、
世

話
を
す
る
べ
き
人
物
で
あ

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
「兵
部
卿

（隆
親
）
の

沙
汰
に
て
装
束
な
ど
い
ふ
も
、
た
ゞ
例
の
正
体
な
き
事
な
る
に
も
責
新

日
本
文
学
大
系

『と
は
ず
が
た
り
」
五
三
頁
、
以
後

「と
は
ず
が
た
り
」
の
引

用
。年
立
て
は
全
て

」ヽ
れ
に
よ
る
。
）
と
役
割
を
全
う
し
な
か

っ
た
隆
親
の

存
在
は
、
二
条
の
後
宮
で
の
立
場

・
存
在
を
左
右
し
た
と
も
言
え
、
二

条
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
を
持

つ
人
物
で
あ
る
。
が
、
そ
の
割
に
は
四

条
隆
親
自
身
の
人
物
像
は
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
十
分
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
だ
。

「と
は
ず
が
た
り
』
が
様
々
な
手
法
を
用
い
て
物
語
化
が
進
め
ら
れ

た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
作
品

赤
木
　
ひ
と
美

を
読
む
上
で
、
実
在
し
て
い
た
隆
親
を
も
う

一
度
当
時
の
中
に
問
い
直

す
こ
と
は
、
一
一条
を
と
り
ま
く
状
況
を
改
め
て
と
ら
え
て
み
る
契
機
を

与
え
て
く
れ
る
の
に
加
え
て
、
「と
は
ず
が
た
り
』
の
人
物
造
形
や
場

面
展
開
の
方
法
を
窺
う
た
め
に
も
無
益
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
論
は
そ

の
よ
う
な
意
図
に
立
ち
、
四
条
隆
親
の
人
物
像
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「と
は
ず
が
た
り
」
宮
廷
編
を
読
も
う
と
す
る
さ
さ
や
か
な
試
論

で
あ
る
。一

ま
ず
後
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
「公
卿
補
任
」
に
従

っ
て
隆
親
の
履

歴
に
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
隆
親
は
四
条
隆
衡
を
父
に
、
坊
門
信
清
女

を
母
と
し
て
、
建
仁
元
年

（
〓
一〇
こ

生
ま
れ
た
。
元
仁
元
年

（
〓
一

二
四
）
正
四
位
下
で
参
議
に
列
し
、
翌
嘉
禄
元
年
従
三
位
、
讃
岐
権
守

と
右
衛
門
督
を
兼
ね
る
。
同
二
年
正
三
位
、
翌
安
貞
元
年
別
当
宣
旨
、

同
二
年
従
二
位
、
寛
喜
二
年

（
〓
≡
一〇
）
丹
波
権
守
を
兼
ね
る
。
翌
寛

喜
三
年
権
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
る
。
嘉
禎
元
年

（
〓
〓
一五
）、
〓
一十
四
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歳
に
し
て
中
納
言
に
進
み
、
翌
年
に
は
太
宰
権
師
を
兼
ね
、
延
応
元
年

（
〓
〓
一九
）
に
は
三
十
八
歳
に
し
て
権
大
納
言
と
な
っ
た
。
そ
し
て
建

長
二
年

（
〓
一五
〇
）、
四
十
九
歳
で
四
条
家
の
極
官
で
あ
る
大
納
言
に

昇
進
す
る
ま
で
同
職
で
あ
っ
た
が
、
後
嵯
峨
院
の
中
官

。
皇
后
と
な
っ

た
姑
子
の
中
宮
大
夫
、
皇
后
官
大
夫
を
兼
ね
る
な
ど
、
要
職
を
歴
任
し

た
。
正
嘉
元
年

（
〓
一五
七
）
五
十
六
歳
に
至
る
ま
で
大
納
言
を
勤
め
、

辞
任
し
た
後
も
、
弘
安
二
年

貧

二
七
九
）
七
十
八
歳
で
逝
去
す
る
ま
で

時
に
大
納
言
に
還
任
も
し
な
が
ら
兵
部
卿
と
し
て
勤
め
た
。

以
上
が
官
職
の
お
お
よ
そ
で
あ
る
。
次
に
、
古
記
録
の
中
か
ら
隆
親

の
風
聞
を
い
く
つ
か
抜
き
出
し
、
隆
親
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か

を
と
ら
え
て
み
た
い
。
隆
親
に
関
す
る
記
録
を
読
ん
で
い
く
中
で
、
驚

か
さ
れ
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
除
目
に
関
す
る
悪
評
の
高
さ
で
あ
る
。

次
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

１
隆
親
越
上
臓
三
人
、
可
被
叙
正
三
位
之
由
濫
望
、
殿
下
不
被
聞
食

入
、
依
責
申
雖
有
綸
言
、
更
不
可
然
由
令
申
給
云
々
、
偏
不
知
物

由
之
所
致
欺
、
不
足
言
事
也
、■

明
月
護
」
嘉
禄
二
年
四
月
一
九
日
条
）

嘉
禄
二
年
四
月
の
祭
の
除
目
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
隆
親
は
こ
の

時
正
三
位
を
望
ん
だ
が
、
前
摂
政
で
あ
り
、
散
位
と
な
っ
た
後
も
実
権

を
握

っ
て
い
た
道
家
に
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
続

く
隆
親
の
あ
ま
り
の
執
拗
な
要
請
に
後
堀
河
天
皇
か
ら
の
綸
言
ま
で
も

が
下
っ
た
が
、
つ
い
に
道
家
の
許
し
は
下
り
な
か
っ
た
と
い
う
。
定
家

は
こ
れ
を
批
評
し
て
、
「隆
親
は
も
の
を
知
ら
な
い
、
言
う
甲
斐
の
な

い
こ
と
」
と
記
録
し
て
い
る
。
「自
己
の
官
位
に
喜
悲
す
る
だ
け
で
な

な
れ

．．
、

削
酷 人
評
ば
臓
靴
い
か
噴
痢

定 ヵ、
村
〓
浸
め
満
颯
一
琳
剣
議
は
膨
Ⅸ
ａ

は
幾
分
か
差
し
引
い
て
考
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
が
、
隆
親
は
二
十
五

歳
、
前
年
正
月
に
北
白
川
院
に
よ
っ
て
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
従
三
位
に
は
四
十
五
歳
に
な
る
藤
原
頼
資
、

四
十
四
歳
の
藤
原
公
雅
、
一
一十
八
歳
の
藤
原
伊
平
が
い
る
。
そ
の
中
で

隆
親
が
早
々
に
正
三
位
を
懇
望
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
大
納
言
の
家
の

出
で
あ
る
と
は
言
っ
て
も
確
か
に
性
急
す
ぎ
る
と
言
え
よ
う
。
道
家
が

綸
言
を
仰
い
で
、
な
お
隆
親
に
正
三
位
を
許
さ
な
か
っ
た
の
も
、
や
は

り
そ
れ
が
道
理
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
後
、
人
月
に
は
北
白
川
院
が
新
造
の
持
明
院
殿
に
御

移
徒
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
隆
親
は
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
様
子
を
見
て
み
る
と
、

２

殊
訴
申
、
誠
非
可
被
超
越
、
所
有
豫
議
也
、
（中
略
）
今
夜
北
白
川

院
御
移
徒
持
明
院
御
所
、
自
去
年
按
察
卿
拝
領
丹
波
国
造
進
之
、

権
排
有
親
朝
臣
行
之
、
御
幸
事
木
工
頭
光
時
奉
行
、
子
刻
許
令
過

蓬
門
給
、
伺
見
之
庭
、
殿
上
人

（或
衣
冠
、
或
東
帯
）
十
餘
輩
、
公

卿
新
大
納
言
、
右
大
将
、
右
衛
門
督
、
左
宰
相
中
将
、
右
兵
衛
督
、

新
藤
三
位

（家
時
）、
侍
従
宰
相
供
奉
、
日湘
凶
綱
バ
Ｊ
ヨ
ヨ
ヨ
判
３
『
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釧
到
ご
倒
「
遡
当
割
囲
当
釧
ヨ
∃
星
辺
屈
■
剰

別
利
個
「
副
罰
劃
咽
創
劃
「
月
中
略
）
隆
親
卿
参
議
上
臓
三
人
也
、

例
刹
馴
謝
甜
洲
罰
劉
「
馴
「
引
創
用
測
襴
悧
湘
刻
劃
周
Ｊ
悧
硼
州
劃

「
川
劇
或
人
云
、
依
動
賞
超
越
之
例
、
古
今
多
存
而
撰
人
被
抽
加

之
例
未
曾
有
、
（中
略
）
今
度
之
儀
世
以
所
傾
也
、
後
日
公
雅
卿
事
、

前
相
国
殊
鬱
申
云
々
、
月
測
超
遡
君
凩
剥
劇
＝
可
視
州
コ
辺
劇
「
．

月
潤
劇
辺
凋
「
例
勇
劉
耐
Ｈ
Ｈ
コ
勁
翻
囚
劃
「
ョ
創
「

η
諸
院
宮
御
移
徒
部
類
護
』嘉
禄
二
年
八
月
五
日
条
）

３
五
日
、
天
陰
、
雨
下
、
今
日
北
白
川
院
渡
御
持
明
院
殿
云
々
、
冽

劉
襴
困
層
淵
劉
∃
ｇ
司
引
劇
亭
主
御
参
、
伊
平
卿
・隆
親
卿
叙
正
三

位
云
々
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η
民
経
護
」嘉
禄
二
年
八
月
五
日
条
）

４
五
日
、
終
夜
雨
降
、
今
朝
猶
濠
々
、
午
後
間
晴
、
（中
略
）
北
白
川

院
持
明
院
殿
御
渡
云
々
、
（中
略
）
具
随
身
之
輩
、
袴
澄
不
尋
常
、

十
餘
人
欺
、
（中
略
工
週
徊
到
□
剰
珈
劉
制
当
劇
円
Ｊ
馴
謝
型
「
バ
例

倒
詞
『
騨
箋
ポ
嘲
愛
鏃
降賊
譲

超
越
、
頗
失
家
之
面
目
歎
不
便
）
光
俊
卿
被
超
越
了
、
所
被
行
、
顔
以

似
無
是
非
、
只
老
黄
門
之
愛
念
吹
畢
歎
、
（中
略
）
「
川
割
ョ
ー
週

相
週
翻
翻
３
州

ロ
ー
爛
到
馴
ゴ
則
１
樹
朝
翻
削
嗣
糊
「
劇
翻
当
劉
引
期

ョ
剤
劇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η
明
月
記
』嘉
禄
二
年
八
月
五
日
条
）

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
持
明
院
殿
の
造
営
が
隆
親
の
父
、
隆
衡
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
３
の

『民
経
記
」
に
あ
る
た
め
、
こ
の
時
隆
親
が

賞
を
受
け
た
の
は
父
卿
の
賞
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
宮
廷
中
を
紛
糾
さ
せ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
時
伊
平
が
、
隆
親
に
超
越
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

と
の
理
由
の
み
か
ら
、
同
じ
く
正
三
位
に
昇
進
し
た
。
伊
平
が
大
炊
御

門
流
藤
原
氏
に
あ
っ
て
六
条
と
号
し
太
政
大
臣
を
も
勤
め
た
頼
実
の
孫

に
あ
た
り
、
隆
親
よ
り
も
早
く
参
議
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
三
位
に
取
り
残
さ

れ
た
形
の
公
雅

。
経
高

・
基
保

・
光
俊
に
対
し
て
定
家
は
家
の
面
目
を

失
っ
た
と
の
同
情
を
寄
せ
、
「諸
院
宮
御
移
徒
部
類
記
』
で
は
他
を
思

い
や
る
こ
と
な
く
昇
進
で

一
人
満
足
を
隠
さ
な
い
伊
平
に
対
し
、
非
難

の
目
を
向
け
る
と
と
も
に
傾
い
た
世
の
中
を
嘆
い
て
い
る
。
「古
記
録

で
は
、
除
目
の
結
果
の
中
で
、
記
主
の
関
心
の
対
象
に
な
っ
た
も
の
の

縣

翻
腱
“
％
脚
部
商
れ
も
碗
製

〔
翠

葬

γ

聾

が

記
録
に
同

一
の
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
世
の
人
の
こ
の
事

件
へ
の
関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
る
。
恐
ら
く
は

「末
世
」
を
感
じ
取
っ

た
人
物
も
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
記
録
も
隆
親

に
対
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
異
例
が
ま
か
り
通
る
世
の
中
に
対
す

る
嘆
き
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
。
が
、
そ
の
異
例
の
事
態
を
引

き
起
こ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
程
、
隆
親
の
昇
進
も
例
に
は
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

韮

狂
朔
∝
い
な

つ と
が
一耀

鑓

蒙

異

電

七
日
条
）
に
は
、
北
白
川
院
が
藤
原
基
保
の
昇
進
を
切
望
し
た
件
に
関

-30-



し
て
、
「帝
之
祖
母
先
代
皆
被
重
之
、
被
許
之
條
無
難
歎
」
と
あ
り
、
北

白
川
院
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
は
い
る
。
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
は
『諸
院
宮
御
移
徒
部
類
記
」
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

御
移
徒
に
出
仕
し
た
上
卿
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
こ
と
、
調
度
が
粗
末

な
物
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
代
後
堀
河
帝
の
生
母
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
中
央
政
界
に
お
け
る
北
白
川
院
の
力
は
弱
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
隆
衡
の
造
営
の
粗
雑
さ
も
北
白
川
院
を
軽
ん
じ
る
風

潮
の
中
に
あ

っ
て
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
隆
親
は
四

月
の
時
点
か
ら
綸
言
を
引
き
出
す
ま
で
に
執
拗
に
昇
進
を
順
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、
四
月
に
は
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
事
あ
ら
ば
昇
進
を

遂
げ
る
べ
く
狙
つ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
持
明
院
殿
の

造
築
は
隆
衡

・
隆
親
父
子
に
よ
り
、
隆
親
昇
進
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

又
、
翌
年
の
安
貞
元
年
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き

Ｚつ
。５

左
衛
門
督
別
当
己
辞
退
、
具
実
隆
親
競
望
謗
言
云
々
、

（
明
月
記
』
安
貞
元
年
二
月
二
日
条
）

権
中
納
言
で
左
衛
門
督
と
別
当
、
中
官
権
大
夫
を
兼
ね
て
い
た
徳
大
寺

実
基
が
別
当
等
を
辞
し
た

η
公
卿
補
任
し
た
め
、
空
席
と
な
っ
た
左
衛

門
督

・
別
当
の
職
を
争

っ
て
、
源
具
実
と
隆
親
は
互
い
に
誹
謗
中
傷
し

あ
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
い
く
ら
も
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
二
月
八
日
、
左
衛
門
督
具
実
、
別
当
隆
親

と
な
っ
て

一
件
落
着
し
た
。
し
か
し
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
別
当
の
職

貧
明
月
記
』
安
貞
元
年
二
月
九
日
条
）
も
、
隆
親
は
五
年
程
経
た
寛
喜
三
年

に
は
既
に
辞
状
を
提
出
し
て
い
る
。

６
廿
四
日
、
庚
辰
、
天
晴
、
「
副
別
劃
刺
翻
割
可
劃
劃
劇
依
有
存
旨

付
予
可
奏
聞
之
由
、
令
鯛
申
中
納
言
殿
、
相
待
彼
到
来
可
出
仕
也
、

（中
略
）
申
刻
許
彼
辞
書
到
来
、
（有
懸
昏
二
枚
令
続
書
也
）、
”
即
参

殿
下
、
（中
略
）
別
当
卿
辞
書
可
奏
聞
之
由
有
御
定
、
（中
略
）
次
参

内
、
（中
略
）
以
侍
従
内
侍
、
別
当
卿
辞
書
所
奏
聞
也
、
仰
云
、
別

当
卿
兼
内
々
申
云
、
辞
書
可
被
返
下
、
其
後
重
可
進
辞
書
之
由
令

申
云
々
、
如
何
様
乎
之
由
、
有
御
不
審
、
予
申
云
、
別
当
卿
別
無

申
旨
候
、
（中
略
）
次
退
出
之
庭
、
有
召
、
傷
伺
候
、
暫
可
候
之
由

有
仰
、
侍
従
内
侍
云
、
内
々
被
相
尋
別
営
卿
云
々
、
良
久
之
後
、
以

卸絲勢却師ほど嗜瑯嫌嘲補］嘘雌Ｆ刹嗜駆跡針Ⅷ椒詢艶

之
由
可
仰
之
旨
有
勅
定
、
”
辞
書
返
遣
大
理
許
了
、
公
刃
剣
到
側

劇
則
「
例
以
利
固
側
所
週
ロ
ー
頃
之
使
者
還
来
、
返
事
云
、
只
今

自
是
可
進
、
必
可
相
待
之
由
云
々
、
働
眠
居
殿
上
及
数
刻
了
、
遅
々

之
間
、
重
遣
使
相
尋
之
庭
、
只
今
可
進
云
々
、
頃
之
重
辞
書
被
献
、

（有
裏
懸
需
）、
尋
出
侍
従
内
侍
所
奏
聞
也
、
深
更
之
間
、
御
所
已
為

御
夜
云
々
、
傷
唯
可
進
置
御
所
之
由
所
相
鯛
也
、

■
民
経
記
』
寛
喜
三
年
四
月
二
十
四
日
条
）

７
廿
六
日
、
壬
午
、
（中
略
）
抑
別
営
辞
書
留
御
所
、
除
目
之
次
可
宣

下
歎
之
由
相
鯛
頭
大
夫
之
虎
、
「
副
創
閑
副
Ｊ
期
劃
司
ヨ
ｄ
刷
引

劃
１
翻
当
翻
烈
硼
自
珊
「
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η
民
経
記
』
寛
喜
三
年
四
月
二
十
六
日
条
）

隆
親
の
辞
任
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
６
の
記
事
に
お
い
て
筆

者
で
あ
る
経
光
は
解
怠
を
致
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
言
う
。
「公
卿

補
任
」
に
よ
る
と
、
寛
喜
三
年
三
月
二
十
五
日
に
は
隆
親
は
権
中
納
言

に
補
せ
ら
れ
て
お
り
、
い」
の
辞
状
は
そ
の
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
も
全
く
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
具
実
と
競
い
合
っ
た
別
当
の
地
位
も
、
中
納
言
に
昇
進
し
て
し

に
錘

翼

誡

勢

詳

バ

峯ゝ

醜

鶴

戸

ら
、
隆
親
は
我
意
を
貫
き
通
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
隆
親
と
天
皇

と
の
間
を
深
更
ま
で
幾
度
も
往
復
さ
せ
ら
れ
た
経
光
の
６
・７
の
記
事

世
間

一
般
の
評
価
と
ま
で
敷
行
す
る
こ
と
は
幾
分
た
め
ら
わ
れ
る
も
の

の
、
経
光
が
二
十
六
日
に
も
重
ね
て

「辞
書
頗
不
快
事
也
」
と
述
べ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
人
の
不
興
を
買
っ
た
事
件
で
あ
る
と
推
測
で

き
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
年
の
権
中
納
言
昇
進
の
際
に
も
隆
親
は
人
の
祭
愛
を

買
っ
て
い
る
。

８
十
七
日
、
甲
辰
、
（中
略
）
今
年
租
人
無
隙
、
未
伺
得
御
気
色
、

去
年
推
事
證
、
於
御
懇
志
物
勿
論
更
無
憂
改
、
□
鋼
割
訓
塾
司

潮
刷
ポ
司
到
祠
「
潤
網
刷
知
り
∃
劉
コ
劉
∃
４
国
冽
謝
団
劇
家
光

帝
侍
讀
后
乳
母
、　
一
日
不
可
後
群
、
伊
平

一
宰
相
初
参
御
家
人
、

只
休
此
事
也
、
二
人
懇
切
依
難
抑
、
任
椀
之
次
四
人
可
任
有
沙

汰
云
々
、　
　
　
　
　
　
　
　
■
明
月
記
』
寛
喜
三
年
一
月
十
七
日
条
）

９
廿
九
日
、
丙
辰
、
（中
略
）
二
位
宰
相
中
将
伊
平
卿
可
昇
進
之
由

風
聞
間
、
左
大
丞

。
大
理
俄
献
辞
状
云
々
、
傷
刻
限
無
沙
汰

云
々
、　
　
　
　
　
　
　
　
■
民
経
記
」
寛
喜
三
年
一
月
二
十
九
日
条
）

帝
の
侍
読
で
あ
り
后
博
子
の
乳
母
で
あ

っ
て

「
一
日
不
可
後
群
」
と
称

さ
れ
た
日
野
家
光
と
、
参
議
の
筆
頭
で
あ
り
、
家
光

・
隆
親
よ
り
も
早

く
出
仕
し
た
伊
平
、
既
に
七
十
を
超
え
て
な
お
昇
進
の
野
心
消
え
な
い

定
家
、
そ
し
て
隆
親
の
四
人
で
次
期
権
中
納
言
の
座
を
争
っ
た
際
、
そ

れ
ぞ
れ
の
懇
切
甚
だ
し
く
、
特
に
隆
親
は
他
人
が
任
ぜ
ら
れ
た
な
ら
別

当
を
辞
す
と
悲
泣
に
及
ん
だ

（以
上

『明
月
記
し
。
又

「民
経
記
』
に
は

伊
平
昇
進
の
噂
を
聞
き
、
家
光
と
共
に
辞
状
を
提
出
し
た
と
あ
る
。
結

局
、
こ
の
後
最
初
に
権
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
隆
親
で
あ

っ
た

貧
公
卿
補
任
〓
二
月
二
十
五
日
）。
家
光
は
四
月
二
十
六
日
に
任
官
、
定
家

は
翌
年

一
月
三
十
日
に
、
伊
平
に
至
っ
て
は
、
貞
永
元
年
も
十
二
月
に

な
っ
て
か
ら
の
任
官
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
隆
親
の
官
位
に
対
す
る
執
着
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
昇
進
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
多
く
の
人
の
不
興
を
買
う
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

特
に
、
常
に
席
次
を
争
い
破
れ
た
伊
平

・
家
光
の
よ
う
な
同
僚
、
ま
た

長
い
年
月
を
思
う
に
任
せ
な
い
任
官
に
苦
し
ん
で
き
た
定
家
の
よ
う
な

古
株
の
官
人
に
と
っ
て
、
隆
親
は
苦
々
し
い
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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二

権
中
納
言
に
進
ん
だ
後
、
隆
親
の
任
官
に
関
す
る
記
録
に
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
な
記
載
は
特
に
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
エ

リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
乗
っ
た
隆
親
が
昇
進
に
関
し
て
強
引
な
方
法
を
取
ら

な
く
な
り
、
時
間
に
任
せ
て
官
位
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
満
足
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
ラ
イ
バ
ル
を
押
し
の
け
て

い
ち
早
く
権
中
納
言
の
座
に
つ
い
た
隆
親
は
、
上
卿
の
仲
間
入
り
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
央
の
政
治
に
本
格
的
に
口
を
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
隆
親
が
持

っ
て
い
た
支
配
欲
、
自
己
顕

示
欲
と
い
っ
た
も
の
が
遺
憾
な
く
揮
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
を
曲
げ
て
で
も
我
を
通
そ

う
と
す
る
隆
親
の
姿
勢
や
偏
狭
な
考
え
は
そ
の
後
も
多
く
記
録
さ
れ
、

残

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
暦
仁
元
年
、
隆
親
三
十
七
歳
の
折
り
、
白
馬

の
節
会
の
記
事
に
、

１０
又
出
御
之
間
、
師
卿
著
直
衣
在
御
後
云
々
、
執
柄
猶
無
例
、
希
代

之
事
也
、
可
謂
奇
異
々
々
、
　

（『玉
薬
』
暦
仁
九
年
一
月
七
日
条
）

Ｈ
白
馬
節
会
日
、
家
清
朝
臣
遅
参
、
師
卿
著
直
衣
候
御
後
、
執
柄
尚

無
此
例
、
不
便
之
由
有
沙
汰
、　
■
玉
薬
』
暦
仁
元
年
一
月
九
日
条
）

と
あ
り
、
隆
親
の
執
柄
が
例
の
な
い
こ
と
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
隆
親
が
四
条
天
皇
の
乳
母
で
あ
っ
た
こ
と
η
民
経
記
』
四
月
九
日
条
）、

天
皇
が
当
時
七
歳
と
い
う
幼
少
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
閑
院
修
理

の
た
め
、
隆
親
の
冷
泉
万
里
小
路
亭
が
仮
御
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と

等
、
様
々
に
理
由
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
、
一
中
納
言
に
過

ぎ
な
い
隆
親
が
天
皇
の
後
見
と
し
て
後
ろ
に
控
え
て
い
る
と
い
う
の
は

驚
嘆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
あ
ま
り

の
専
横
の
た
め
、
同
年
間
二
月
の
臨
時
の
除
目
の
折
り
に
は
、

‐２
師
卿
任
権
大
納
言
、
此
次
可
被
放
近
習
云
々
、
是
禁
中
狼
籍
事
行

不
調
事
等
是
故
也
、
　

　

（『玉
薬
」
暦
仁
元
年
間
二
月
十
五
日
条
）

と
、
近
習
を
解
き
放
た
れ
そ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
建
長
二
年
、

前
文
に
欠
落
部
が
あ
り
少
々
判
断
し
づ
ら
い
が
恐
ら
く
は
五
節
に
関
し

て
、‐３

又
前
関
白
秘
説
ト
テ
、
隆
親
卿
執
柄
臣
作
法
等
條
々
奏
聞
云
々
、

極
見
苦
事
也
、
世
上
凌
遅
只
在
此
事
欺
、
深
更
退
出
、

３
岡
屋
関
白
証
『
建
長
二
年
十
月
六
日
条
）

と
あ
る
。
中
世
に
あ

っ
て
は
、
「
除
目
を
は
じ
め
と
す
る
官
職
を
め
ぐ

る
諸
制
度
が
、
急
速
に
有
職
故
実
化
し
て
い
く
状
況
で
あ

っ
た
り^

そ

の
た
め
、
有
職
故
実
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の
が
、
能
力
の
有

無
に
関
わ

っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、

，ビ
」
で
筆
者
の
兼
経
が
隆
親
を
指
し

て

「極
見
苦
」
と
言

っ
て
い
る
の
は
、
四
条
家
が

「王
朝
貴
族
の

「家
」

に
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
「家
記
」
と
称
さ
れ
る
多
数
の

日
記
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の

「家
記
」
を
も

つ
」
「
日
記
の

家
電
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
前
に
も
兼
経
は
、

‐４
閏
四
月
十
三
日
、
辛
丑
、
（中
略
）
入
夜
中
宮
大
夫
来
、
隔
簾
相
謁
、

件
卿
於
下
官
身
者
無
芳
心
、
殆
鯛
事
致
悪
心
、
雖
然
先
公
之
奮
好
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依
異
他
、
常
通
音
信
、■

岡
屋
関
白
記
」
寛
元
四
年
間
四
月
十
三
日
条
）

と
述
べ
て
お
り
、
」ヽ
の
記
事
か
ら
も
二
人
の
仲
が
決
し
て
良
い
と
は
言

え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
か
ら
、
建
長
二
年
十
月
六

日
の
条
を
鵜
呑
み
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も

隆
親
の
説
に
反
発
し
、
隆
親
と
反
目
し
て
い
た
人
物
は
多
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

勿
論
隆
親
の
こ
う
い
っ
た
行
動
の
全
て
を
彼
の
性
格
だ
け
に
よ
っ
て

理
由
づ
け
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
隆
親
の
姉
貞
子
は
西
園
寺
実
氏
に

嫁
い
で
お
り
、
九
条
家
と
共
に
当
時
摂
関
の
家
で
あ
っ
た
こ
の
西
園
寺

家
と
の
つ
な
が
り
が
隆
親
に
急
速
な
昇
進
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
ま
し
て
、
貞
子
の
娘
姑
子
が
仁
治
三
年
後
嵯
峨
妃
と
な

り
、
自
ら
は
中
宮
大
夫

・
皇
后
宮
大
夫
と
な
っ
た
折
り
、
ま
た
貞
子
の

も
う

一
人
の
娘
公
子
が
後
深
草
妃
に
な
っ
た
際
に
は
益
々
そ
の
権
力
を

強
め
て
い
き
、
発
言
力
も
増
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か

く
も
、
隆
親
の
こ
う
し
た
権
力
を
背
景
と
し
た
あ
く
の
強
さ
は
周
り
の

人
間
を
圧
倒
し
、
黙
許
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
記
録
の
題
材
選

択
は
筆
記
者
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
が
、
隆
親
を
好
意
的
に
評
価
す
る

記
録
は
少
な
い
。
ま
た
筆
記
者
が
異
な
っ
て
も
、
こ
れ
程
に
隆
親
に
対

す
る
評
価
が

一
様
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
」ヽ
の
よ
う
な
こ
と
は
ほ

ぼ
日
常
茶
飯
の
ふ
る
ま
い
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

２一
。

三

さ
て
、
「と
は
ず
が
た
り
』
本
文
に
立
ち
戻
っ
て
み
た
い
。
初
め
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
隆
親
が
本
作
品
に
登
場
す
る
の
は
決
し
て
多
く
は
な

い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
最
も
二
条
の
運
命
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の

は
や
は
り
六
条
院
の
女
楽
事
件
で
あ
ろ
う
。

後
深
草
院
と
亀
山
院
の
関
係
修
復
を
図
っ
て
行
わ
れ
た
小
弓
の
勝
負

の
弥
妬
み
で
負
け
た
後
深
草
院
側
は
、
そ
の
代
償
と
し
て
源
氏
物
語
に

あ
る
六
条
院
の
女
楽
を
ま
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
紫
の
上
に
は
東
の
御

方
が
決
ま
っ
た
が
、
女
三
の
宮
に
は
隆
親
が
、
娘
で
あ
る
今
参
り
を
と

切
望
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
二
条
は

「な
ど
や
ら
ん
、
む
つ
か
し
」
（九

三
頁
）
く
て
、
出
仕
に
気
が
進
ま
な
い
。
し
か
し
、
後
深
草
院
の
仰
せ

に
よ
り
、
明
石
の
上
に
扮
し
て
琵
琶
を
弾
く
こ
と
に
な
る
。
も
と
も
と

気
が
進
ま
な
い
出
仕
で
あ
る
上
、
女
楽
の
中
で
最
も
身
分
の
低
い
明
石

の
上
役
を
勤
め
よ
と
の
仰
せ
に
、
お
持
の
強
い
二
条
は
ま
す
ま
す
気
分

を
害
す
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
会
が
中
止
に
な
る
わ
け
も
な

く
、
ま
た
出
仕
を
辞
任
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
女
楽
は
始
ま
る
。
そ
し

て
物
語
の
通
り
に
席
順
を
決
め
よ
う
と
し
た
時
、
隆
親
が
会
場
に
到
着

す
る
。
そ
し
て
、
今
参
り
の
席
次
が
二
条
の
席
よ
り
も
下
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
不
服
を
申
し
立
て
、
今
参
り
は
二
条
の
叔
母
で
あ
る
と
い
う

理
由
か
ら
二
条
の
席
が
引
き
下
ろ
さ
れ
て
し
ま
う
。
自
尊
心
を
傷
つ
け

ら
れ
た
二
条
は
席
を
立
ち
、
出
奔
し
、
身
を
隠
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

二
条
の
席
が
下
座

へ
と
降
ろ
さ
れ
た
と
き
、
二
条
の
叔
父
に
あ
た
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り
、
表
に
立
っ
て
二
条
を
世
話
し
て
き
た
隆
顕
と
、
本
作
品
で

「雪
の

曙
」
と
の
隠
し
名
を
持
ち
、
一
一条
を
影
で
支
え
続
け
た
西
園
寺
実
兼
の

二
人
が

で
」
れ
は
別
勅
に
て
候
物
を
」
（九
五
頁
）
と
隆
親
を
諌
め
る
が
、

隆
親
は
聞
き
入
れ
な
い
。
隆
親
に
し
て
み
れ
ば
隆
顕
は
実
子
で
あ
り
、

実
兼
も
姉
貞
子
の
孫
で
あ
っ
て
自
分
は
実
兼
の
大
叔
父
で
あ
る
の
だ
か

ら
、
二
人
の
制
止
な
ど
恐
れ
る
に
足
り
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

二
条
が
出
奔
し
た
後
、
人
々
の
反
応
は
、

‐５

「
い
と
や
さ
し
く
こ
そ
侍
れ
。
今
宵
の
女
楽
は
あ
い
な
く
侍
る
べ

し
。
こ
の
歌
を
給
は
り
て
帰
る
べ
し
」
と
て
、
（亀
山
院
は
）
申
さ

せ
給
て
、
還
御
な
り
に
け
り
。
こ
の
上
は
、
今
参
り
、
琴
弾
く
に

及
ば
ず
。
面
ノ
ヽ
に
、

「兵
部
卿
う
つ
ヽ
な
し
。
老
い
の
ひ
が
み
か
。
あ
が
子
が
し
や
う
、

や
さ
し
く
」
な
ど
申
て
過
ぎ
ぬ
。
（九
六
頁
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ひ
そ
か
に
行
方
を
く
ら
ま
せ
た
二
条

の
捜
索
に
あ
た

っ
た
雪
の
曙
も
、
二
条
に
御
所
へ
帰
る
よ
う
説
得
し

て
、‐６

「兵
部
卿
が
老
い
の
ひ
が
み
ゆ
へ
に
、
か

ヽ
る
べ
き
事
か
は
。
た
ゞ

こ
の
度
ば
か
り
は
、
仰
せ
に
従
ひ
て
こ
そ
」
貧

〇
二
頁
）

と
言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、後
深
草
院
に
探
し
出
さ
れ
、御
所
へ
と
戻
っ

た
後
、
一
一条
を
近
く
伺
候
さ
せ
、
院
と
近
衛
大
殿
が
談
話
し
て
い
る
場

面
で
も
、
大
殿
が
、

‐７

「地
体
、
兵
部
卿
が
老
い
の
ひ
が
み
、
事
の
外
に
候
。
隆
顕
が
寵

居
も
あ
さ
ま
し
き
事
」
貧

ｏ
七
頁
）

と
述
べ
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
楽
事
件
に
お
い
て
は
、
原

因
を
隆
親
の

「老
い
の
ひ
が
み
」
に
求
め
、
皆
が
日
々
に
隆
親
を
非
難

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
隆
親
の
除
目
の
際
と
同
じ
構
図
が
見

出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
人
の
不
興
を
被
り
な
が
ら
も
目
的
を
達
す
る
た

め
に
は
ど
ん
な
手
段
も
い
と
わ
ず
強
引
に
事
を
進
め
る
隆
親
と
、
そ
れ

に
反
発
し
な
が
ら
も
、
権
力
を
背
景
に
し
た
隆
親
に
表
立
っ
て
は
何
も

言
え
ず
、
陰
口
を
た
た
く
し
か
な
い
公
卿
達
、
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

隆
親
の
横
暴
が
日
常
茶
飯
で
あ

っ
た
こ
と
は
既
に
見
て
き
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の

「と
は
ず
が
た
り
」
研
究
の
中
に
お
い
て
も
、
徒
然

草
の
第

一
人
二
段
、
先
例
を
破

っ
て
乾
鮭
を
供
御
に
参
ら
せ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
略
や
ヽ
源
氏
物
語
に

「秘
事
」
発
案
者
と
し
て

一
説
を
構
え

て
い
た
が
、
そ
れ
が

『紫
明
抄
』
に
お
い
て
は
、
「
こ
れ
は
秘
事
な
り
、

と
て
、
人
を

ヽ
と
す
と
か
や
」
と
の
穏
や
か
で
な
い
表
現
を
と
つ
て
お

り
、
「負
態
の
当
日
お
歴
々
が
集
ま
り
模
擬
女
楽
の
幕
が
上
が
ろ
う
と

す
る
寸
前
に
で
も
自
我
を
主
張
し
、
全
て
を
台
無
し
に
し
た
り
、
息
男

を
出
家
に
追
い
や
っ
て
も
借
り
た
官
職
を
返
さ
ず
別
人
に
ま
わ
す
と

い
っ
た
隆
親
の
依
佑
地
な
性
権
］
を
表
し
て
い
る
ら
し
い
点
な
ど
、
特

に
大
納
言
時
代
の
隆
親
に
つ
い
て
、
先
学
の
御
論
功
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
い
。
早
く
は
松
本
寧
至
氏
が

「理
由
が
立
て
ば
、
相
当

思
い
切
っ
た
行
為
に
出
ら
れ
る
強
い
性
格
で
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
可

能
な
位
置
に
も
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
晩
年
は
か
な
り
小

う
る
さ
い
老
人
だ
っ
た
に
相
違
あ
る
ま
」中
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、

三
角
洋

一
氏
も

「作
者
の
外
祖
父
隆
親
は
、
（中
略
）
た
い
へ
ん
な
権
勢
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家
で
偏
頗
に
し
て
強
引
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
隆
親
に
あ
っ
て
は
非

常
に
自
我
が
強
く
、
自
分
の
思
う
と
お
り
に
な
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な

い
性
格
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
思
い
こ
ん
だ
ら

一

心
に
我
意
を
貫
き
通
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ

ば
、
老
い
の
ひ
が
み
は
言
辞
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
事
件
に
は
皆
に
訪
れ

た
で
あ
ろ
う
、
ま
た
か
の
嘆
息
と
諦
念
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

し
、
ま
た
、
公
卿
達
の
言
葉
の
中
に
は
、
隆
親
の
孫
娘
で
あ
り
な
が
ら

隆
親
の
攻
撃
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
二
条
へ
の
同
情
を
読
み
と
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

四

こ
こ
ま
で
、
隆
親
の
独
断
ぶ
り
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
確
か
に
「と

は
ず
が
た
り
」
に
見
ら
れ
る
隆
親
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
記

録
と
同
じ
傲
慢
な
像
を
結
ん
で
い
る
。
が
、
そ
う
い
っ
た
面
か
ら
の
み

本
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
隆
親
の
孫
娘
で
あ
る
二
条
の
立
場
を
考
え
る

上
で
、
片
手
落
ち
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
節
で
は
二
条

の
側
か
ら
の
隆
親
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
は
参
考
の
た
め
に
次
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

‐８
次
参
内
、
謁
四
條
中
納
言
隆
親
卿
、
所
労
無
為
出
仕
承
悦
之
由
黄

門
被
相
鯛
、
於
事
蒙
芳
心
之
人
也
、

貧
民
経
記
』
貞
永
元
年
五
月
八
日
条
）

隆
親
に
対
す
る
批
判
の
記
事
が
多
い
中
、
隆
親
へ
の
恩
義
を
記
し
た
記

事
は
例
外
的
で
さ
え
あ
る
。
が
、
前
掲
の
よ
う
に
、
経
光
は
貞
永
元
年

四
月
の
隆
親
の
別
当
辞
任
に
関
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
「蒙
芳

心
之
人
」
と
い
う
言
葉
を
経
光
の
隆
親
に
対
す
る
好
意
の
表
現
と
即
断

す
る
こ
と
は
危
険
だ
ろ
う
。
経
光
と
隆
親
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
別

の
記
事
か
ら
探

っ
て
み
る
。

‐９
十

一
日
、
辛
酉
、
天
晴
、
（中
略
）
祭
除
目
被
行
、
頭
亮
有
親
朝
臣

奉
行
、
祭
成
功
輩
井
供
奉
官
、
爽
名
所
注
遣
也
、
又
進
入
殿
下
了
、

付
土
左
守
重
房
了
、
蘭
台
所
望
事
、
（黄
門
）
以
京
極
納
言

（定
家
）

令
申
入
大
殿
給
、
「湘
塾
劉
側
□
司
翻
到
「
引
劇
劇
輔
劃
珊
「
「
然

而
無
沙
汰
、
勿
論
、
身
之
不
運
、
職
之
恥
辱
也
、
為
之
如
何
、

今
民
経
記
』
貞
永
元
年
四
月
十
一
日
条
）

節
廿
三
日
、
癸
酉
、
終
日
雨
降
、
今
日
賀
茂
祭
也
、
兼
日
事
予
奉
行
、

然
而
所
労
尚
不
快
之
間
、
「
哺
副
州
回
側
刺
劇
ヨ
剛
鋼
珈
「
肉
冽

劇
因
釧
瓢
「
劇
当
日

（事
）
蔵
人
右
衛
門
権
佐
範
頼
奉
行
、

（
民
経
記
』
四
月
二
十
三
日
条
）

こ
の
よ
う
に
、
任
官
や
出
仕
に
関
し
て
、
経
光
の
た
め
に
隆
親
が

一
役

買
っ
て
い
た
り
、
も
し
く
は
前
掲
６
の
記
事
の
通
り
、
経
光
が
隆
親
の

た
め
に
奔
走
し
て
い
た
り
す
る
。
と
す
れ
ば
、
経
光
は
隆
親
を
心
中

に
お
い
て
批
判
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
出
世
の
た
め
に
隆
親
の
庇
護
下

に
入
っ
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
し
、
隆
親
自
身
も
、
そ
の
よ
う
な

経
光
の
た
め
に
取
り
計
ら
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
古
記
録
に
見
え
る
隆
親
の
存
在
は
、
道
家
や
兼
経
の
よ



う
な
上
司
に
と
つ
て
は
厄
介
な
部
下
と
い
う
面
が
拭
え
な
い
し
、
伊
平

や
家
光
の
よ
う
な
同
輩
か
ら
す
れ
ば
、
強
引
な
手
口
で
出
世
競
争
を
勝

ち
抜
い
て
い
く
い
や
な
同
僚
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
経
光
の
よ

う
な
部
下
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
反
発
す
る
点
は
あ
り
な
が
ら
も
自
ら
の

昇
進
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
は
近
づ
い
て
お
く
に
こ
し
た
こ
と
の
な

い
、
寄
る
べ
き
大
樹
で
あ
り
、
接
近
し
た
報
酬
も
そ
れ
な
り
に
望
め
る

上
司
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
一菅
え
て
く
る
と
、
「と
は
ず
が
た
り
」
に
お
い
て
、
隆
親
が
初
め

て
登
場
す
る
箇
所
が
二
条
の
父
雅
忠
死
去
の
直
後
で
あ
る
の
は
興
味
深

い
。２‐

兵
部
卿

・
善
勝
寺
な
ど
に
、
「大
納
言
が
あ
り
つ
る
折
の
や
う
に
、

見
沙
汰
し
て
候
は
せ
よ
。
装
東
な
ど
は
、
上
へ
参
る
べ
き
物
に
て
」

な
ど
仰
せ
下
さ
る
ゝ
は
、
會
一九
頁
）

後
見
た
る
父
親
の
没
後
、
頼
り
な
く
な
っ
た
二
条
の
こ
と
を
案
じ
、
後

深
草
院
は
外
祖
父
で
あ
る
隆
親
・叔
父
で
あ
る
隆
顕
に
二
条
の
後
見
を

命
じ
る
。
つ
ま
り
、
隆
親
は
二
条
の
後
見
と
し
て
存
在
を
規
定
さ
れ
て

登
場
す
る
の
だ
。
一
一条
の
皇
子
出
産
に
際
し
て
は
二
条
を
訪
れ
る
隆
親

の
姿
が
あ
る
の
も
後
見
し
て
い
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
が
、
こ
の
皇
子
は

生
後
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
て
、

２
兵
部
卿
の
沙
汰
に
て
装
束
な
ど
い
ふ
も
、
た
ゞ
例
の
正
体
な
き
事

な
る
に
も
、
（五
三
頁
）

と
の
二
条
の
述
懐
を
引
き
出
す
の
で
あ
る
。
自
分
を
後
見
す
べ
き
隆
親

が
満
足
に
後
見
し
て
く
れ
な
い
不
満
が

「例
の
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ

て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
引
用
１９
・
”
。
２‐
か
ら
見
て
き
た
通

り
、
経
光
が
反
発
す
る
思
い
が
あ
り
な
が
ら
も
、
な
お
政
界
に
お
い
て

隆
親
を
頼
り
、
「蒙
芳
心
之
人
」
と
記
録
し
た
よ
う
に
、
一
一条
も
不
満
を

持
ち
な
が
ら
も
、
隆
親
を
大
樹
と
し
て
頼
る
気
持
ち
が
あ
り
は
し
な

か
っ
た
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
粥
杖

事
件
で
あ
る
。
文
永
十
二
年
、
正
月
の
粥
杖
打
ち
の
行
事
の
際
、
後
深

草
院
が
近
習
の
男
達
に
女
房
た
ち
を
打
た
せ
た
そ
の
報
復
に
、
一
一条
は

東
の
御
方
と
共
謀
し
て
後
深
草
院
を
返
り
討
ち
に
し
た
。
そ
れ
は
二
条

の
咎
と
な
り
、
一
一条
の
近
親
が
贖
い
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
田

香
澄
氏
は

「
」
の
報
復
事
件
で
は
、
叔
父
隆
顕
が
表
面
に
出
て
主
導
権

を
も

つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
作
者
の
投
じ
た
波
紋
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

意
外
な
方
向
に
発
展
し
て
、
後
深
草
院
宮
廷
の
上
下
を
わ
か
せ
た
珍
事

件
で
あ
り
、
作
者
の
最
も
得
意
な
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
詳

し
く
描
写
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（製

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
一条

の

「得
意
」
を
導
く
の
は
、
や
は
り
隆
親
や
隆
顕
、
西
園
寺
実
兼
、
更

に
は
後
深
草
院
に
及
ぶ
多
く
の
貴
顕
の
贖
い
に
あ
つ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
場
面
に
お
い
て
は

「御
事
ゆ
ヽ
し
く
」
、
「
い

つ
よ
り
も
お
び
た

ヽ
し
」
（七
〇
頁
）
い
贖
い
の
数
々
が
並
べ
ら
れ
、
華

や
か
な
場
面
に
更
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
が
、
影
に
な
り
日
向
に
な
り

し
て
二
条
を
支
え
て
き
た
隆
顕

。
実
兼
、
ま
た
二
条
の
主
君
で
あ
り
夫

た
る
後
深
草
院
は
と
も
か
く
、
隆
親
は
日
頃
二
条
を
放
置
し
て
い
た
人

物
で
あ
る
。
そ
の
隆
親
も
含
め
た
四
人
の
貴
顕
が
二
条
の
た
め
に
贖
い

を
す
る
と
い
う
の
は
、
最
大
の
後
ろ
盾
で
あ

っ
た
父
雅
忠
亡
き
後
の
二
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条
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
加
賀
元
子
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
臨
）

「父
不
在
が
引
き
起
こ
す
二
条
の
宮
廷
に
お
け
る
位
置
の
異

変
」
を
二
条
は
感
じ
取

っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
粥
杖
事
件
は
四
人
も

の
高
貴
の
人
物
が
二
条
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
、
公
の
場

で
の
格
好
の
宣
伝
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

御
所
出
奔
の
後
、
先
に
挙
げ
た
と
お
り
、
一
一条
は
雪
の
曙
に
よ
っ
て

探
し
出
さ
れ
、
後
深
草
院
に
よ
っ
て
御
所
へ
と
連
れ
戻
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
が
、
ま
だ
隠
れ
住
ま
い
を
し
て
い
た
際
二
条
は
、

２３
「我
申
た
る
事
を
と
が
め
て
出
る
ほ
ど
の
物
は
、
我

一
期
に
は
、
よ

も
参
り
侍
ら
じ
」
（九
七
頁
）

と
の
隆
親
の
言
葉
を
聞
き
、
「道
閉
ぢ
め
ぬ
る
心
地
女
九
七
頁
）
に
襲
わ

れ
た
。
こ
の
言
葉
は
物
質
的

・
経
済
的
な
こ
と
を
意
味
し
て
言
う
の
で

は
あ
る
ま
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
も
隆
親
は
二
条
に
対
し
て

後
見
ら
し
い
後
見
を
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
主
人

で
あ
り
夫
た
る
後
深
草
院
は
経
済
的
な
面
で
彼
女
の
生
活
に
関
与
で
き

る
人
物
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
出
奔
し
た
二
条
を
探
し
回
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
院
の
愛
情
が
こ
の
時
衰
え
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
に
も
関
わ
ら
ず
二
条
が
宮
廷
で
生
き
残
る
道
を
失

っ
た
よ
う
に
思

う
の
は
、
何
も
誇
張
さ
れ
た
表
現
で
は
な
か
ろ
う
。
や
は
り
何
か
、
隆

親
に
逆
ら
つ
て
は
、
も
し
く
は
名
ば
か
り
で
あ
つ
て
も
隆
親
の
後
ろ
盾

な
し
に
は
、
宮
中
で
の
伺
候
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

隆
親
は
自
身
の
た
め
に
は
遺
憾
な
く
、
ま
た
自
身
が
見
込
ん
だ
人
間

の
た
め
に
も
独
断
を
振
る
う
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
六
条
院
の
女
楽
の

後
、
隆
親
に
よ
っ
て
官
位
を
剥
奪
さ
れ
た
隆
顕
も
、
も
と
は
隆
親
の
権

威
に
よ
っ
て
昇
進
を
な
し
た
人
物
で
あ
っ
た
ノ
、
女
楽
の
際
に
隆
親
が

女
三
の
官
に
推
し
た
今
参
り
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
二
条
に
は

官
中
で
伺
候
を
続
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
権
力
の
背
景
と
し
て
、
外

祖
父
で
あ
る
隆
親
の
大
き
な
勢
力
を
頼
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
も
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
粥
杖
事
件
が
隆
親
の
二
条
に
対
す
る
後
見
役
と
し
て

の
宣
言
に
な
っ
た
の
と
同
様
、
女
楽
事
件
は
隆
親
に
よ
る
二
条
の
後
見

役
の
放
棄
及
び
絶
縁
の
宣
言
と
な
っ
た
。
「老
い
の
ひ
が
み
」
と
皆
に

疎
ま
れ
つ
つ
も
尚
大
き
な
権
力
を
握

っ
て
離
さ
な
い
隆
親
に
呪
ま
れ
て

は
、
宮
中
で
生
活
で
き
よ
う
は
ず
も
な
い
。
又
、
そ
の
よ
う
な
二
条
を

周
囲
の
人
物
も
粗
略
に
扱
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
そ
れ
が
引
用
”
で
あ

げ
た
隆
親
の
自
信
た
っ
ぶ
り
な
言
葉
に
表
れ
、
二
条
の
「道
閉
ぢ
め
ぬ

る
心
地
」
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
決
定
的
な
祖
父
と

の
断
絶
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
実
質
的
な
世
話
役
で
あ
っ
た
隆
顕
が
同
じ

く
隆
親
と
絶
縁
し
、
宮
中
を
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
一条
は
全
く
後
ろ

盾
を
持
た
な
い
身
と
な
り
、
本
当
に
後
深
草
院
の
愛
情
を
ひ
た
す
ら
頼

む
し
か
な
い
存
在
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
だ
。

隆
親
は
当
時
他
が
逆
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
権
威
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
本
作
品
に
お
い
て
二
条
の
後
ろ
盾
と
し
て
の

役
割
を
与
え
ら
れ
、
又
そ
の
た
め
に
隆
親
の
二
条
に
対
す
る
態
度
が
二

条
の
浮
沈
を
決
定
し
て
い
た
。
隆
親
は
政
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
の

一
挙
手

一
投
足
に
泣
い
た
人
物
は
定
家
や
経
光
ば
か
り
で
な
く
多
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か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
実
の
孫
で
あ
り
、
他
に
拠

る
べ
き
場
所
が
な
く
、
隆
親
の
横
暴
を
直
接
に
受
け
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
点
が
二
条
の
不
幸
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
四
条
隆
親
を
視
点
に
、
「と
は
ず
が
た
り
』
に
つ
い
て
考
え
て

き
た
。
今
回
は
記
録
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
作
品
の
隆
親
と
比
較
検

討
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
だ
巻
三
に
あ
っ
て
記
録
の
上
で
は
死

亡
し
た
は
ず
の
隆
親
が
再
度
、
一
一条
の
出
産
を
世
話
し
て
い
た
り
、
御

所
退
出
の
折
り
に
は
二
条
を
引
き
取
っ
て
い
た
り
と
、
後
見
と
し
て
立

ち
現
れ
る
場
面
が
あ
る
。
先
学
の
御
論
考
で
も
虚
構
と
し
て
御
指
摘
が

あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
事
実
で
は
な
く
、
記
録
に
見
え
る
隆
親
像

と
も
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
本
作
品
の
方
法
の

一
環
と
し
て
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
今
回
は

ひ
と
ま
ず
論
の
対
象
か
ら
外
し
、
稿
を
次
に
譲

っ
て
今
後
の
課
題
と
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
不
備
も
多
く
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
御
叱
正
・

御
教
授
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（１
）
国
書
刊
行
会
本

『明
月
記
』
以
下
同
じ
。

（２
）
石
田
吉
貞
氏

『藤
原
定
家
の
研
究
』
文
雅
堂
書
店
　
昭
和
三
二
年
第

一
編

第
二
章
精
神
生
活
の
項
二

一
八
頁
。
他
に
も
定
家
の
官
位
に
対
す
る
執
着
に

関
し
て
は
、
村
山
修

一
氏

『藤
原
定
家
』
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
三
七
年
、
安

田
章
生
氏

『藤
原
定
家
研
究
』
臨
川
書
店
　
昭
和
五
十
年
　
第

一
編
第

一
章
、

辻
彦
三
郎
氏

『藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
二
年

第

一
編
第
二
節
な
ど
、
初
期
の
定
家
研
究
に
詳
し
い
。

（３
）
大
日
本
史
料
五
―
三
、
三

一
六
頁
に
よ
る
。

（４
）
大
日
本
古
記
録

『民
経
記
』
以
下
同
じ
。

（５
）
倉
本

一
宏
氏

「官
職
制
度
史
料
と
し
て
の
古
記
録
」

山
中
裕
編

『古
記

録
と
日
記
下
巻
』
所
収
　
平
成
五
年

（６
）
今
川
文
雄
校
注
思
文
閣
出
版

「玉
薬
』
以
下
同
じ
。

（７
）
国
史
大
系

『公
卿
補
任
」
以
下
同
じ
。

（８
）
『民
経
記
」
と
日
付
が
前
後
す
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
四
月
下
旬
、
辞
状

を
提
出
し
、
末
日
ま
で
に
は
受
理
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
て
お
き
た
い
。

（９
）
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
注

（２
）
に
あ
げ
た
各
論
考
に
詳
し
い
。

（Ю
）
大
日
本
古
記
録

『岡
屋
関
自
記
』
以
下
同
じ
。

（
Ｈ
）
注

（５
）
に
同
じ
。

（
‐２
）
松
薗
斉
氏

「
日
記
の
家
」
と
説
話
作
家
」

山
中
裕
編

「古
記
録
と
日
記

下
巻
』
所
収
　
平
成
五
年

（
‐３
）
注

（
１２
）
に
同
じ
。
四
条
家
に
も

「代
々
に
わ
た
っ
て
収
集
さ
れ
た
他
家

の
日
記
」
や

「儀
式
書
の
類
を
内
容
と
す
る
」
も
の
は
、
隆
親
が
周
囲
に
よ

く
前
例
を
語
っ
て
い
る

（例
え
ば
新
編
日
本
古
典
全
集

『弁
内
侍
日
記
』

一
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五
八
段
な
ど
Ｙ
」
と
か
ら
存
在
し
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
「自
分
も
含
め

て
父
祖
代
々
の
人
々
の
日
記
で
あ
り
、
自
家
の
故
実
作
法
の
源
泉
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
相
伝
の
際
に

「家
」
の
象
徴
と
し
て
最
も
重
要
視
さ
れ
る
日

記
」
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
‐４
）
松
本
寧
至
氏

「と
は
ず
が
た
り
の
研
究
』
桜
楓
社
　
昭
和
四
三
年

（
‐５
）
宮
川
葉
子
氏

「と
は
ず
が
た
り
覚
書
―
そ
の
源
氏
物
語
受
容
を
中
心
に

―
」
「文
学

・
語
学
』

平
成
四
年
六
月

（
‐６
）
注

（
１４
）
に
同
じ
。

（
‐７
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『と
は
ず
が
た
り
」
解
説
　
平
成
六
年

（
‐８
）
講
談
社
学
術
文
庫

『と
は
ず
が
た
り
」
上
　
解
説
二
人

一
頁
昭
和
六
二
年

（
‐９
）
「
と
は
ず
が
た
り
』
数
な
ら
ぬ
身
考
」
「
と
は
ず
が
た
り
」
の
諸
問
題
』

所
収
　
和
泉
書
院
　
平
成
八
年

（節
）
注

（
１４
）
に
同
じ
。

（あ
か
き

・
ひ
と
み
　
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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